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内
容要
旨
 循環動態の研究と循環器疾患の診断における色素稀釈法の発農ほ近年著しい。短絡性心奇形の
 検索にも本法は極めて有用であるが,短絡血量の定量的測定にほGuve憶e法や特殊な心カテ
 技法の併用を要し,臨床的応用に鳳無作が複雑で一般化していない。筆者ほ単一のE&rp土eoe
 曲線から左右短絡性心奇形の短絡率の定量法を創案したので,1)定量法の原理と実際操作,
 2)測.定成績,5)簡便法について述べた。
 第1編,定量法の康理と測定操作〔原理〕左右短絡曲線の一つの特長である下行脚の異常
 隆起ほ,本来の肺血流曲線の下行脚に短絡血流再循興因子が加わったものと説明される。短絡の
 ない正常曲線の下行脚は片対数表に記録すると直線となる性質を有するので,この部の隆起の下
 に短絡がないと想定した暗め肺血流曲線の下行直線(Dp)が得られれは,同一時点の実際の曲
 線とDpの濃度較差をreplo七することで一つの短絡曲線から肺血流と短絡血流の描(2曲線
 が分離され7両者の面積比で短絡率が定量される。〔測定方法〕1)Dpの決定ほ濃度面積算定
 の2つの簡便法の組合わぜによった。α.Forwaτd七riangle法によつ肺血流稀釈曲線
 の全濃度面稿(Sp)が知られや。Sp甘ん'蝋P・Gp……(κ:常数,taP:上行時
 間,Cp:最高翻……1穏・弧L・・斗enfie・d法鉱Sp一》+K・
 τ一・…(`3:曲線が直線化する最初の時点,ゐ㍑3時点の色素濃度,τ:直線勾配の時
 定数,即ち片対数勾配の逆数y・…121.o.従って上記両式からτほ7τ=(な・r'aP・Cp
 蕩△G)/恥して求め鵬これによってDpほ片対数表上に作図 る・岬〕式の
 勧ぽ81の正常稀釈曲線から独目に決定した。2)実際の曲線とDpとの各時点における濃度差
 をとって短絡血流稀釈曲線を作図し,その1全,ρ争を求める。ろ)短絡率ほ(塩P・怖/
ノ
 La{〕・∂p)〉〈100,或いは〔Gp/Gp)X100として求められる。
 第且編,測定成稿.〔検査対象・方法〕左右短絡性心奇形40症例の75曲線を検討した。
 検査ほ心カテ法と併行し,短絡率を02法によるそれと比較検討した。色素ほカテを通し乖動的
 に各心膣に注入した。播釈曲線の記録ほ当教室試作の光導電セル使用のDen8ユ七〇metorな
 Sa皿bOmTwinV⊥so。Cardie“eのDC増巾器に直結して行つ7こ。〔成積〕
 1)'全曲線の02法による値との比較でほtap・GP比,Gp比とも著明な順相関性を示し
 (γr80,.88),回帰式ほyを色素法,心祝02法としπ時,y-0、93詔+2、9,
 y皿a8て置+5、5,yの回帰線周囲の標準偏差(σy∬)ほ9コ%,Z2%であった。2)全
 一42脾
 曲線を注入部位により,右室より上流,肺動脈主幹部,左心の5群に分け02法.と比較すると統
 昔儲値に顕著な差ほなぐ,殊にσy灘ほ全て窪0%以下に止った・3)同一例で反復測定した成
 績を・肺動駅注入による値を基準〔のにGP比法で検討する苧・y牒工02∬}2:5.,γ=・90・
 σy躍=Z1%の諸値が得られた・4)q2法でぼ決定困難だつた少量短絡が算牢可能であった・
 〔小括・結論〕1)両指標方式の優劣については02法との相関性,分散度の点からCP比が優
 位と考えられた。但しGp比でほ2曲線の丸P変化分が除かれる点で検討σ～余地が残された。
 2)02法との比較でσy謬ほ10%以下であり,02法自身にも測定誤差が不可避である点を
 考えると,本法の正確性ぼ高く評価された。5)02法との回帰性の偏向原因を検討しに結果,
 色素法にも2,5検討の余地ほあるがン主として02法の精度限界から説明可能であった。4)
 注入部位別に見た諾成積の変動ほ小さ(,注入は短絡路上流の任意の場所で行えると考えられた。
 5)本法は高度の再現性,02法でほ決定困難な少量短絡率算定能,臨床応用の容易性の諸点で、
 極めて有用な測定法と結論された。
ノ
 笛皿編,簡便法,前編で短絡率の算出にほGp比万式がより妥当と結論されたので,Gpが
 簡単に得られ.れば測定法は簡素化される。心カテ施行中,短絡率が直ちに且蛋確に得られる場合
 の利点に鑑み,簡便法を考案した。〔原理・測定操作〕稀釈曲線の各時間因子の相関性を・検討し
ノ
 嫌果・・t1P・τ略嬢測1麟〕・弊畔って求められることが明かとなつに・1)22症.
 例の47正常曲線を対象にHa皿i!ton法でτを求め各々の惚pと比較し,末梢静脈注入群で
 τ=α89・毛ap,右心系注入群でτ=102“一ap,左心系注入群でτ』,.14訪apの
ノ
 関係を得た。2)左右短絡性心奇形25例の60曲線を対象に,原法から七Pを求め各々の七P
 と上賦し,右'孫注入群では峰一1・26もP+2.2,の関係式(γ一.'96,σy-O.72
ノ
 秒),左心系ではもP-t47・もap+1.8の関係式〔γr947σy必目0・52秒)が得
 られた。5)以下,原法と同一操作でol)が知られGPとの比から短絡率が得られる。〔成績」
 上記操作で扱った侮絡心奇形の60曲線につき原法と簡便法の値を検討すると,γ⇒.93なる
 高度の順相関係数が得られ,全曲線の80%が15%範囲内にあった。r結論〕本簡便法は原法
 との一致性,儒絡率算定の・敏速性の点,臨床上有用な方法と緒論され.た。但し,算定操作には稀
 釈法の理論上,2,5の非合理性が指適された。
 結語本報告に単一Earpiece曲線から左右短絡率を求める方法を創案し,02法によ
 る値との比較検討を行ったが,算出理論の妥当性,算定値の正確性,少量短絡兆の算定能力,非
 新曲1旺的な臨床応用・陸等の諸点から極めて有用な万法と結論された。又簡便法ほ短絡寮が敏速に寡
 髪『でき,」農法との一致性をコ:高(臣、llll床上有摺な方法と考えられプこ。
}
5 ぼ
4, 喘.
 審査結果の要旨
 循環動態の研究,循環器疾患の診断法としての色素稀釈法の価値は近年とみに高まりつつある。
 殊にEarpiece法は非観血的に施行しうるので臨床応用性が広く,最近では記録装置の改良に
 より循環諸量の定量面にも充分適用しうることが明らかにされている。著者は単一のEarDieoe
 曲線につき,先天性心奇形の左・右短絡率の走1景法を考案し,次の様な満足すべき結果をえている
 第1編測定法の原理と算出方法
 〔原理〕左・右短絡曲線の下行部にお・ける変形は,本来の肺血流曲線の下行脚に短絡血荒の肺内
 再循環因子が加わったものと解釈巷れ,従って記録された曲線の下行脚の色素濃度は,短絡がない
 と想定した場合の肺血流曲線の片対数下行直線(Dp)の濃度より高値を示す。今・何らかの方法
 でDpが知られれば,同一時点の実際の曲線とDpの濃度較差を再転記することによウ,一つの短
 絡曲線は肺血流と短絡再循環血流が描く二つの稀釈曲線に分離され・両曲線下の濃度面積比によっ
 て短絡率力範童される。
 〔測定方法〕tDpの決定にあたっては・濃度面積算定の簡優法としてのLilienf⊥巳1ビ
 法とForwαrdもriαngle法を組み合わせて,その時定数(τ)を知む,これを片対数表上
 で作図する方法によった。2.短絡率表現の指標としては,両曲線のForward七riangle比
 方式,かよび最高濃度(Gp)比方式によった。三王“arpiece法のForward七riangle
 定数(た)は86正常曲線を対象として独自に決定した。
第五編測定成績
 魂.左・右短絡性心奇形40症例の71曲線を対象として短絡率を算出し、02法による値と比
 較検討した。両値は高度の順相関性を示し,本測定方法の理論的妥当性と共に,臨床応用上の正確
 性が知られた。2.本測定法では色素注入部位を随意の場所に選んでも,高度の再現性を有するも
 のと知られた。5本測定法は,02法は有意とされない20%以下の少量短絡値をも鋭敏かつ正
 確に算出しうるものと考えられた。4.短絡率表現の2方式ではGp比方式がより優位と結論され
 た。ただし,この場合には02法との一致性に関しては補正係数の導入を必要とした。
第皿編簡便法
 1.実測陣七ap(上行時間)ならびに七P(最高濃度時間)から,各々τならびに短絡再循環
 曲線のもP(齢)を推定し,原法の計算の簡便化を試みた。2.億絡性心奇形21症例の6D曲線
 につき,簡便法による短絡率を02法,原法の値と比較検討した。算出理論に1,2の欠点を有す
 るものの,これらの値との高い順相関性と等価線への一致性が確かめられ,木簡艇法の実地臨床上
 の有用性が知られた。
 したがって本論文は学位を授与するに値するものと認める。
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